
＊社会の一員として 自分の考えを伝えること 
 

国語の授業で、意見文を作成しました。一人ひとりが、これまでの人生で考えてきたことについて、丁寧

に綴っています。みなさんの生きてきた道が垣間見える文章がたくさん集まり、大事に読みました。主張大

会の校内代表にならなかったものの中でも、心に残っている文章がいくつもあります。例年になく、心を動

かされる文章とたくさん出会えて、驚きました。みなさんは、それぞれが、自分の思いを伝えるための言葉

をもっているし、表現する力もついてきています。どうかこれからも、言葉を尽くして自分の思いを伝える

ことを大事にしてほしいです。あなたの言葉が、誰かの心や、世界を、動かすかもしれません。 

「わたしの主張」岩船・村上地区大会では、馬場あすかさんが、最優秀賞を受賞しました。あすかさんは

岩船・村上地区の代表として、９月19日（土）に十日町市で行われる県大会に出場します。県大会を控え

たあすかさんに、インタビューしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県立村上中等教育学校 17 期生 

 

３   

第1４号 

令和２年９月1８日発行 

タイトル 木村莉緒さん 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
嬉
し
い

気
持
ち
５０
％
、
本
当
に
自
分
で
よ
か
っ

た
の
か
…
？
が
３０
％
、
不
安
・
緊
張
が

２０
％
と
い
う
感
じ
で
す
。
し
か
し
、
同
級

生
の
み
ん
な
や
、
先
生
方
か
ら
、
あ
た
た

か
い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
て
、
自
信
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
校
長
先
生
と
教
頭
先

生
も
練
習
に
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
感
謝

し
か
な
い
で
す
。
地
区
大
会
最
優
秀
賞

は
、
家
族
、
友
達
、
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

地
区
大
会
最
優
秀
賞
、
お
め
で
と
う
！ 

率
直
な
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

作文「私にしかできないこと」で 

県大会に出場する馬場あすかさん 

書
く
ま
で
は
と
て
も
悩
み
ま
し
た
が
、
書

き
始
め
た
ら
、
伝
え
た
い
気
持
ち
や
、
当
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
ど
ん
ど
ん
浮
か
ん
で
き

て
、
一
気
に
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
こ

の
気
持
ち
、
届
け
ー
！
」
と
思
っ
て
書
き
ま

し
た
。
弱
い
自
分
か
ら
成
長
し
た
い
、
自
分

が
今
ま
で
抱
い
て
き
た
気
持
ち
を
た
く
さ

ん
の
人
に
伝
え
た
い
、
と
思
っ
て
、
原
稿
用

紙
に
思
い
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。 

作
文
を
書
い
て
い
る
と
き
は
、
ど
ん
な

思
い
で
し
た
か
？ 

 

正
直
言
っ
て
厳
し
い
で
す
…
。
テ
ス
ト
勉

強
と
の
両
立
は
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
難
し

い
も
の
で
し
た
。
で
す
が
、
残
さ
れ
た
時
間

で
、
練
習
を
繰
り
返
し
、「
自
分
の
全
力
を
出

し
切
っ
た
！
」
と
思
え
る
よ
う
な
発
表
を
目

指
し
、
よ
り
一
層
頑
張
り
ま
す
。 

練
習
の
進
み
具
合
は
、
ど
う
で
す
か
？ 

「
今
こ
そ
、
変
わ
る
と
き
」。
そ
う
思
っ
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
自
分
の
思
い
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
で
挑
戦
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！ い

よ
い
よ
週
末
は
県
大
会
で
す
ね
。 

本
番
に
向
け
た
意
気
込
み
を
ど
う
ぞ
！ 



＊自分・相手・周りの人 ―公共の場での心構え― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マタニティマークを付けている人を非難するのではな

く、やさしく接するべきだと思う。妊婦さんも、障害者も、

みんな人だから、助け合って生きていくべきだと思う。 

いつ、どこに、どんな人がいるか分からないから、

常にさりげなく気配りすることが大切だと思った。 

感覚過敏シンボルマーク 

http://www.ishiimark.com/symbol_usapin.html 

福井新聞オンライン「マスクに明示『花粉症なんです』」 

https://www.fukuishimbun.co.jp/articles/gallery/ 

道徳の時間に、「公共の場での心構え」とい

うテーマで、周囲の人が配慮しやすくするた

めのマークについて学び、考えを深めまし

た。教科書で紹介されていたのは、マタニテ

ィマーク。見た目からは分からない時期の妊

娠中のお母さんと、おなかの赤ちゃんを守る

ためのマークです。教科書にはいろいろな立

場の人の声が紹介されていて、驚いた人も多

かったのではないでしょうか。 

こんなマークもあるそうです 

自分自身だけでなく、目の前の人や、周りの人に目を向けてみ

ると、改めて、いろいろな人がいるんだなぁ…と思うこと、あり

ませんか？ 外から見ただけでは分からないけれど、周りの人か

らの配慮を必要としている人。助けを求めたいけれど、自分から

は言えない人。困っていることはあるけれど、特別扱いされたく

ない人。助けたいけど、助けていいか分からず迷っている人…。 

 

今回の道徳では、「見た目には分からないところに目を向ける」

ということについて考えましたが、普段の人づきあいでも、同じ

ことが言えるように思います。もちろん、相手のことをすべて理

解するのは難しいこと。だからこそ、「相手のこと（特性や不便さ

も含めて）を理解したい」と思うことや、「自分が見えていること

だけがすべてじゃない」ということを心の片隅においておくこと

も、大事なのかもしれません。 

 

耳が聞こえません／話しかけないで／心が不安定です／

声が出せません／持病があります／認知症です／片目が

見えません／助けが必要です        など… 

 こんなマークもあるといい ～２組の授業より～ 

日本には、感覚過敏である自分にと

って必要だと思うマークを開発し、

他の感覚過敏の人のために役立てよ

うと活動している中学生社長がいる

そうです。行動する力がすごい…！ 

＼ 感想 ／ 
新潟県立村上中等教育学校 

TEL ０２５４－５２－５１１５ 

FAX ０２５４－５３－６７７３ 

学校ホームページ URL 

 http://www.murakami-ss.nein.ed.jp/ 

１７期生用メールアドレス 

 mrk-ss.１７@murakami-ss.nein.ed.jp 


